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① 研究課題名 腎代替療法選択外来受診患者へのアンケート調査 

② 対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

対象者： 2025年度 4月以降に当院の透析室で腎代替療法選択外来を受診す

る患者 

③ 概要 

 当院人工透析室では、2018 年度より年間 6～14 件の腎代替療法選択外来を

行っている。当院の「腎代替療法選択外来」は、透析看護の勤務経験が豊富な看護

師が、CKDステージG4の高度腎機能低下、ステージ G5の末期腎不全患者に対

し、血液透析・腹膜透析・腎移植について説明し、患者さんに合った治療法を一緒

に考え、意思決定支援を行っている外来である。今まで、この外来を受診した患者

からの意見を集約していなかった。しかし、担当している透析室の看護師から、

「選んだ治療法は、自身の生活スタイルに合っているか？」「描いていたイメージ

通りの生活を送れているか？」「こういう情報がもっと欲しかった」等の患者から

の意見を集約し、外来の質の向上に繋げたいという意見が挙がった。そのため、次

年度から当外来を受診した患者を対象に、受診時と受診後 3 か月程度経過した時

期に 1患者につき 2回アンケートを実施し、腎代替療法選択外来の質の向上を図

りたいと考えている。 

④ 申請番号          E2025000601 

⑤研究の目的・意義 腎代替療法選択外来の質の向上 

⑥研究期間 2025年 4月～3年間 

⑦情報の利用目的及び利用

方法（他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。） 

腎代替療法選択外来の質の向上 

⑧利用または提供する情報

の項目 

対象者数（介入数）：年間 5～15件程度 

⑨利用の範囲  

○10試料・情報の管理について

責任を有する者 

透析室のカンファレンス室、師長室に保管 

責任者：渡辺 真由美 

○11お問い合わせ先 魚沼基幹病院 透析室師長 渡辺 真由美 

TEＬ 025-777-3200（代表） 

 

 


